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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料装置であって、
　内部への単又は複数開口を有する燃料タンクを具備し、
　電気作動通気弁を具備し、該通気弁はフロートを有し、該通気弁の入口は該燃料タンク
の該内部に通じ、該通気弁の出口を通って燃料蒸気が該燃料タンクから通気され、該通気
弁は、燃料蒸気が該燃料タンクの該内部から該出口を通って流れるのを許容する開位置と
、燃料蒸気が該出口を通って流れるのを阻止する閉位置との間で、少なくとも部分的に電
気信号に応じて動き、
　前記フロートは該電気信号に応じて、該出口から離れた位置と、少なくとも実質的に該
出口を通る流体の流れを制限する位置との間を移動可能であり、また、該電気信号とは独
立な燃料の液体レベルに応じて該出口を閉じるように移動可能であり、
　コントローラを具備し、該コントローラは該通気弁に作動的に通じて、該通気弁への電
気信号の印加を制御して、該開閉位置の間で、該通気弁の動きを少なくとも部分的に制御
する、ことを特徴とする上記燃料装置。
【請求項２】
　給油管を具備し、該給油管の一端は、燃料を前記燃料タンクに給油するための前記燃料
タンクの開口に通じ、他端は、給油ノズルを受け入れるよう構成され、
　給油センサを具備し、該給油センサは該給油管に関連して燃料が前記燃料タンクに給油
されているか否かを判定し、該給油センサは前記通気弁に作動的に通じて、給油中には前
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記通気弁が開位置にあって、燃料蒸気が前記燃料タンクから通気される、請求項１記載の
燃料装置。
【請求項３】
　前記給油センサは前記コントローラに通じ、順に、前記コントローラは前記通気弁に通
じる、請求項２記載の燃料装置。
【請求項４】
　燃料レベルセンサを具備し、該燃料レベルセンサは前記コントローラと電気的に通じ、
該燃料レベルセンサは、少なくとも前記燃料タンク内の燃料が所定レベル達した時に、そ
の燃料レベルを示す電気信号を前記コントローラに送るように作動し、
　前記燃料タンク内の燃料が該所定レベル達する給油中に、前記コントローラは前記通気
弁に信号を送って、前記通気弁を前記開位置から前記閉位置に動かす、請求項１記載の燃
料装置。
【請求項５】
　圧力センサを具備し、該圧力センサは、前記コントローラに通じ、前記燃料タンクの内
部圧力を示す信号を前記コントローラに送るように作動する、請求項１記載の燃料装置。
【請求項６】
　給油中に、前記燃料レベルセンサは、少なくともある間隔で、前記コントローラに信号
を送って、経過時間と燃料レベルの変化とに基づいて、前記コントローラは前記燃料タン
クに供給される燃料流量を算定できる、請求項４記載の燃料装置。
【請求項７】
　前記燃料タンクに供給される燃料流量に基づいて、前記コントローラは信号を送って、
前記燃料タンク内燃料レベルが所定給油レベルに達する時の所定時間前に、前記通気弁を
閉じる、請求項６記載の燃料装置。
【請求項８】
　前記コントローラは、ある経過時間後、前記通気弁をその開位置に動くのを許容して、
前記燃料タンクに更に燃料が供給されるのを許容する、請求項７記載の燃料装置。
【請求項９】
　前記燃料タンクが最大給油レベルになると、前記コントローラは、少なくとも給油が終
了するまで閉じたままである、請求項８記載の燃料装置。
【請求項１０】
　前記燃料タンク内が所定最大圧であることを前記圧力センサが示すと、前記コントロー
ラは、前記通気弁をその開位置に動かして前記燃料タンク内の圧力を減じる、請求項５記
載の燃料装置。
【請求項１１】
　前記通気弁の出口の流路面積は、前記開閉位置の間で可変であり、可変流量で燃料蒸気
が前記通気弁を通過できる、請求項１記載の燃料装置。
【請求項１２】
　前記通気弁はソレノイドを有し、該ソレノイドは電気信号で作動され、前記通気弁をそ
の開閉位置に動かす、請求項１記載の燃料装置。
【請求項１３】
　少なくとも一つのセンサを具備し、該センサは車両の運転状態に応答し、該センサは前
記コントローラに通じて、該運転状態がある閾値を越えると、前記コントローラは前記通
気弁を閉じて、そこを通って流体が流れるのを阻止する、請求項１記載の燃料装置。
【請求項１４】
　前記給油センサは、給油ノズルの前記給油管への挿入に対して応答する、請求項２記載
の燃料装置。
【請求項１５】
　前記コントローラは、給油中に複数給油レベルで前記通気弁を閉じるようにプログラム
され、前記通気弁は、前記燃料タンクが所定最大給油レベルに達するまで、その複数閉鎖
の間は開かれる、請求項４記載の燃料装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は概して自動車燃料装置に関し、より詳しくは、燃料タンクの燃料流を制御し
、燃料タンクからの蒸気通気を制御するデバイスに関する。
【０００２】
　この出願は、2004年6月22日出願日の米国仮出願第60/582,009号の優先権を主張してい
る。
【背景技術】
【０００３】
　自動車燃料系統の燃料タンクは、一般的には、一定体積の燃料を維持する。概して、燃
料タンク内の液体燃料最大給油燃料レベルは、燃料タンクを通気する機械的遮断弁により
制御される。しばしば、この弁は、給油制限弁と呼ばれる。この制限弁は、典型的にはフ
ロートを有して、燃料タンク内の液体燃料レベルに応じて、その弁内のオリフィスを開閉
する。フロートが燃料タンク内で必要最大燃料レベルである所定レベルに達すると、フロ
ート弁は閉じる。フロート弁が閉じると、燃料タンクは通気ができなくなり、タンク内圧
力は上昇して、液体燃料を給油管に戻し、自動車給油ポンプノズルの自動遮断を作動して
、燃料タンク内への給油を止める。自動車燃料タンク内の必要最大燃料レベルは、普通は
、燃料タンクの全体積以下であって、タンク内蒸気ドーム又は頭部空間がある。フロート
弁はしばしば燃料タンクの頭部に搭載される。
【０００４】
　機械的フロート弁は、一般的には、それが収容される燃料タンクの形状と寸法以内の大
きさである。従って、ある燃料タンクに適した機械的フロート弁は、他の燃料タンクには
適用できない。又、一般的には、機械的フロート弁は、給油の仕方により、指示レベルが
変わってくる。給油の仕方により、１／２ガロン以上の差異が珍しくない。
【０００５】
　又、燃料タンクは、一般的には、フロート弁とは分離した弁を有して、別の通気機能を
提供し、その弁は、非限定的に、耐転覆用弁である。その弁は、開いている時は通気する
が、万一、自動車が転覆状態になった時に閉じて、燃料が燃料タンクから漏れるのを防止
する。それらの個別に機能する別々の弁を設けると、複雑になり、自動車燃料装置のコス
トを増加する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　燃料装置が、内部に向かう少なくとも一つの開口を有する燃料タンクと、電気作動通気
弁とを具え、その弁の入口は燃料タンクの内部に通じ、その弁の出口を通って燃料蒸気が
燃料タンクから通気される。その弁は、燃料蒸気が燃料タンクの内部からその出口を通っ
て流れるのを許容する開位置（開状態）と、燃料蒸気がその出口を通って流れるのを阻止
する閉位置（閉状態）との間で、少なくとも部分的に電気信号に応じて動く。その燃料装
置は、更にコントローラを具え、そのコントローラはその通気弁に作動的に通じて、その
通気弁への電気信号の供給を制御して、その開閉位置の間で、その通気弁の動きを少なく
とも部分的に制御する。現在好適な実施例では、所定状態でその通気弁を選択的に開閉す
るようにプログラム可能である。別の実施例では、そのコントローラは、給油中のその燃
料タンクの満タンレベルに応じて、その通気弁開閉を制御して、燃料タンク内給油レベル
を制御する。
【０００７】
　本発明のある好適実施例の様態では、通気弁を提供し、その通気弁は、燃料レベルを制
御し、又、燃料タンクからの通気を制御する。その燃料タンクは、そのタンク内で流体が
作動的に通ずる出口を有するハウジングと、そのハウジングに保持された電気作動弁と、
そのハウジング内に収容されたフロートとを具える。その電気作動弁は、電気信号の受信
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に応じて、第一・第二位置間で可動である。そのフロートは、その弁の動きに応じて、そ
の出口に対して動く。そのフロートは、その出口を通る流体流を許容する開位置と、その
出口を通る流体流を少なくとも略阻止する閉位置との間で可動である。ある現在好適な実
施例では、そのフロートは、液体燃料がそのフロートに作用して応答して、その電動弁と
は独立にその出口を閉じる。又、別の現在好適な様態では、自動車が裏返し又は限界値以
上に傾斜した時に閉じる。
【０００８】
　本発明の現在好適な少なくとも幾つかの実施例で達成される目的・特徴・便宜性には、
燃料装置を提供し、その装置は、燃料タンクからの通気を制御し、最大給油レベルに正確
に繰り返し制御し、自動車の車体仕様に合うようにプログラム可能であり、その燃料タン
ク内の使用可能燃料量を増加し、圧力、温度、エンジンデューティサイクル、車両加速、
車体傾斜、燃料レベル等の環境要因応じて、即時調整が可能であり、液体燃料が燃料蒸気
キャニスタに流れるのを防止し、車両が転覆中に、燃料が燃料タンクから出るのを防止し
、比較的簡明なデザインであって、経済的に製作ができて、有効使用寿命が長い。
【０００９】
　本発明のこれら及び他の目的・特徴・便宜性は、好適実施例及び最適様態の以下の詳細
な記載、請求項の記載、添付図から明瞭に理解される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図面をより詳細に説明すると、図１、２は車両１２のための現在好適な本発明の実施例
による燃料装置１０を図示する。燃料装置１０は、燃料タンク１４と、燃料タンク１４か
ら燃料蒸気の放出を制御する電気作動通気弁１６とを有する。電気作動通気弁１６はコン
トローラ１８により作動され得る。コントローラ１８は燃料タンク１４の内外で複数の条
件を監視し応答する。例えば、コントローラ１８は給油に応答し得て、燃料タンク１４に
燃料が供給されると、電気作動通気弁１６を開いて、燃料蒸気が燃料タンクから排出され
ることを許容する。燃料タンク１４内の圧力が閾値に到達すると、コントローラ１８は燃
料タンクの内部圧力に応じて、電気作動通気弁１６を開いて、タンク最大圧を制限する。
コントローラ１８は又、自動車の加速等の種々車両運転状態（速度増加、急ブレーキ等）
、及び、燃料タンク１４内の燃料が跳ねまわる他の状態に応答して、電気作動通気弁１６
を閉じて液体燃料が電気作動通気弁１６を通って逃げるのを防ぐ。コントローラ１８は単
体のユニットでも、車両電子制御ユニット（ＥＣＵ）のような車両制御ユニットの一部又
はそれらと通じても良い。
【００１１】
　図２に明瞭に図示するように、現在好適な実施例に従って、燃料装置１０の燃料タンク
１４は、液体燃料が保持される内部２０と、燃料を燃料タンク１４に通過させる給油管２
２と、燃料タンク１４内の燃料ポンプモジュール２３と、好ましくは電気作動通気弁１６
に通じる一つ又は複数の耐転覆（ロールオーバー）通気弁２８と、燃料レベルセンサ３０
と、コントローラ１８とを具える。燃料ポンプモジュール２３は、加圧した燃料を排出し
エンジン２６に送る燃料ポンプ２４を有する。コントローラ１８は、好ましくは、電気作
動通気弁１６と燃料レベルセンサ３０とに作動的に通じる。この実施例では、燃料タンク
１４から放出される全ての燃料蒸気が、好ましくは、単一の開口を通って流れる。その開
口は電気作動通気弁１６の出口３４であり、その開口を通る流体流は、電磁弁等の電気作
動通気弁により制御される。更に、好ましくは、燃料蒸気が全て、従来構造でも良い燃料
蒸気キャニスタ３２に流れて、浄化された蒸気・空気が大気に排出されても良く、また、
好ましくは、燃料蒸気が自動車エンジンの吸気マニホールドに送られるパージサイクルを
有しても良い。
【００１２】
　電気作動通気弁１６は、好ましくは、燃料蒸気・空気が燃料タンク１４から電気作動通
気弁１６に流れる少なくとも一つの入口３３と、好ましくは燃料蒸気キャニスタ３２に通
じる出口３４とを有する。入口３３が耐転覆通気弁２８と通じ、及び／又は、一つ又は複
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数の入口３３が直接燃料タンク内２０に通じても良い。好ましくは、電気作動通気弁１６
の弁体は、電気信号の印加により駆動され、出口３４を通って燃料蒸気キャニスタ３２に
流体が流れるのを許容する開位置と、その出口を通って流体が流れるのを略阻止する閉位
置の間を動く。電気作動通気弁１６は、コントローラ１８によりその開閉位置の間を動く
電磁弁でもよく、コントローラ１８は、プログラムされた指令、又は、種々の信号、又は
、コントローラ１８により監視され又はコントローラ１８に送られる状態に応答する。
【００１３】
　例えば、給油管２２は一端が燃料タンク１４に開き、他端４０が給油所の給油ポンプの
給油ノズルを収容するように構成されている。給油管２２は、給油ドア４４を有し、給油
ドア４４は、給油ポンプに通じる給油ノズル４２が給油管２２の他端４０に挿入されると
開いて、燃料を燃料タンク１４に供給できる。給油センサ４６は、給油管２２内又はその
付近に設けられて、給油ドア４４が開く時、従って、給油が開始される時を検出する。例
えば、給油センサ４６は、リードスイッチのような種々のスイッチ（ある具体例では、磁
石が給油ドアにより保持され、リードスイッチが給油管により保持される）と、ホール効
果センサと等を有する。給油センサ４６は接続電線４７等によりコントローラ１８に通じ
て、給油ドア４４が開くと、信号をコントローラ１８に送る。順に、コントローラ１８は
、電線４９等を介して信号を電気作動通気弁１６に送って、それを開位置に駆動して（又
は、それがすでに開いていれば、それを確認して開いたままとし）、給油中に燃料タンク
１４から燃料蒸気が比較的自由に流れるようにする。この実施例では、給油中に、燃料蒸
気が燃料タンク１４から、耐転覆通気弁２８、電気作動通気弁１６に接続された蒸気ライ
ン４８を通り、その後出口３４を通り、燃料蒸気キャニスタ３２に流れ得る。図４に示す
ように、耐転覆通気弁２８は燃料タンク１４内に全体が配置されても良く、蒸気ライン４
８は、要すれば、全体が又は部分的に燃料タンク１４内に配置される。
【００１４】
　燃料タンク１４内の燃料レベルは、少なくとも部分的に、燃料タンク１４内の燃料レベ
ルセンサ３０により計測される。燃料レベルセンサ３０は、任意の形式のもので良く、例
えば、従来のフロートアーム・抵抗器センサ、圧電デバイス、サーミスタデバイス等であ
る。好ましくは、燃料タンク１４内燃料レベルを示す信号が、燃料レベルセンサ３０によ
りコントローラ１８に通信される。順に、コントローラ１８は、燃料タンク１４が一杯又
は略一杯になると、電気作動通気弁１６を閉じる信号を送って、燃料蒸気が燃料タンク１
４から通気するのを止める。電気作動通気弁１６が閉じていると、燃料蒸気は燃料タンク
１４から排出されないので、更に燃料が供給されると、燃料タンク１４内圧力が上昇して
、燃料を給油管２２内に戻して、給油ノズル４２内のセンサにより給油ポンプの自動遮断
を開始する。この自動遮断は、従来の方法で実施できる。
【００１５】
　燃料タンク１４に燃料を更に加えることは、“切り上げ”又は“細流給油”と言われ、
コントローラ１８はある時間後、電気作動通気弁１６を開く。電気作動通気弁１６が閉じ
る時間は、タンク形状、給油管の向き、給油流量等の多くの要因に依り、給油自動遮断が
確実に起こる長さにする必要がある。引き続く給油遮断は、プログラムされた間隔で制御
され、必要に応じてその遮断回数は予め設定又は他の方法で制限され、最大必要給油レベ
ルが燃料タンク１４内に達成され得る。最大燃料レベルになると、電気作動通気弁１６は
、好ましくは、閉状態に維持されて、更に燃料が燃料タンク１４に加えられないようにす
る。
【００１６】
　ある実施例では、コントローラ１８は、ある間隔で燃料レベルセンサからの給油レベル
信号を得て、収集された信号間の経過時間の関数として、給油レベルを比較する。この情
報から、コントローラ１８は、燃料タンク１４に供給される燃料の流量を算定することが
できる。燃料タンク１４への燃料流量を使用して、燃料タンク１４内の必要な給油レベル
に達し、電気作動通気弁１６を閉じる時を知ることができる。この算定は、少なくとも部
分的に三つの変数に基づき、それらは、燃料タンク１４内の最新燃料レベル又は体積、燃
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料タンク１４内の必要最大燃料レベル又は体積、燃料タンク１４内に供給される燃料の流
量である。好ましくは、これにより、給油遮断時に、燃料タンク１４内で一定給油レベル
を確保して、燃料レベルが燃料タンク１４内の最大必要レベルを超えた状態、所謂“オー
バーシュート”を防ぎ又は減らす。この給油流量は、給油後、細流給油と燃料タンク１４
内の最大又は最終燃料レベルをより確実に制御するために使用される。最終給油レベルを
超えて制御するので、燃料タンク１４の全燃料体積が増加し、しかも、燃料タンク１４に
過剰に給油することがない。図１４は、給油率（ガロン／分）の関数である最終燃料体積
（ガロン）のグラフであり、概して、燃料タンク内の最終燃料体積の制御を改良したこと
を示し、本発明による燃料装置１０を試験して、機械的給油制限弁を有する従来の燃料装
置と比較して表示している。
【００１７】
　給油後、コントローラ１８が電気作動通気弁１６を閉じる。それは、例えば、プログラ
ムされた時間後、又は、算定されるある時間の後、又は、給油ドア４４が閉じられて給油
ノズル４２が給油管２２から抜かれたことを示す信号が送られた後である。前述の説明で
は、給油管２２内給油ドア４４に関連する給油センサ４６が使用されているが、給油を示
す他のインジケータを使用しても良い。代表的な例では、給油管２２を閉じるキャップに
設けられたセンサを有して、キャップが給油管２２から除かれた時を示し、又は、給油管
２２内の流体の流れに応じるセンサ、又は、燃料タンク１４内の燃料レベル増加を示すセ
ンサ等が設けられる。
【００１８】
　燃料タンク１４の給油の外に、燃料装置１０は、自動車の他の車両状態に応じて、日変
化通気、燃料タンク圧力制御、燃料タンク１４のリーク検査等を実施する。後者の場合に
、ある車両では、車上対話センサ（所謂、ＯＢＤIIセンサ等）を有することが最近は要求
され、又は、燃料タンク１４の保全を確実に検査することが要求される。この方策の一つ
では、燃料タンク１４を負圧にし、燃料タンクを閉じて、燃料タンク１４内圧力を監視す
る。燃料タンク内圧力増加（負圧が失われる）は燃料タンク１４内からのリークを示す。
日変化通気は、温度、圧力、車両エンジンが切られている時間等に基づいて決められる。
その通気を可能とするために、電気作動通気弁１６はその開位置に動かされて維持される
。圧力センサ５０は、自動車燃料タンク１４の閾値圧力に応答して、好ましくは、コント
ローラ１８に通じて、燃料タンク１４内が適切最大圧になった時を示す。この状態では、
コントローラ１８は、電気作動通気弁１６を開いて、タンク内圧力を開放して、燃料タン
ク１４と、その構成品、及び／又は，構成品と燃料タンク１４との間のシールが損傷する
のを防ぐ。このように、燃料タンク１４内の最大圧は制御され得る。
【００１９】
　好ましくは、電気作動通気弁１６は、その開閉状態の単又は複数の中間位置に動かされ
て、可変寸法及び可変流量の通気オリフィスを提供する。更に、電気作動通気弁１６は、
図２に示すように、燃料蒸気キャニスタ３２の上流に位置し、又は、図４に概して示すよ
うに燃料蒸気キャニスタ３２の下流に位置する。特に、燃料蒸気キャニスタ３２の下流に
位置する場合は、電気作動通気弁１６は、パージ弁として使用され、燃料蒸気キャニスタ
３２のパージサイクルを制御する。出口３４の有効流路面積は、給油中等に燃料蒸気が比
較的自由に流れる大きさであり、燃料蒸気キャニスタ３２へのパージの間はより小さくさ
れる。燃料蒸気が燃料タンク１４から通気される時以外は、電気作動通気弁１６を閉じる
ことにより、燃料蒸気キャニスタ３２への負荷はより小さくなり、より小型な蒸気キャニ
スタが使用され得る。又、電気作動通気弁１６は燃料蒸気キャニスタ３２に液体燃料が流
れるのを防ぎ、これにより又、小型蒸気キャニスタの使用を可能にする。
【００２０】
　複数の電気作動通気弁が使用され得て、各電気作動通気弁１６は燃料タンク１４の内側
又は外側に配置され、又は、燃料タンク１４上に搭載され、燃料タンクの壁を通って燃料
タンク１４の内部２０に直接通じる。これは燃料装置１０の柔軟性を増し、例えば、電気
作動通気弁１６を燃料タンク１４の外に搭載して電気作動通気弁１６に流れる液体燃料の
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流路を増加して、燃料蒸気キャニスタ３２に液体燃料が流れるのを制限又は阻止する。要
すれば、コントローラ１８、及び／又は、燃料蒸気キャニスタ３２は、図４に示すように
燃料タンク１４の内側に搭載できる。その構成品を燃料タンク１４の内側に配置すると、
燃料タンク１４を貫通する開口と、燃料タンク１４の外での構成品の接続を少なくして、
燃料タンク１４からの燃料蒸気の漏出を減らす。例えば、耐転覆通気弁２８と電気作動通
気弁１６とが燃料タンク内で燃料蒸気キャニスタ３２と全て接続でき、蒸気ラインと電線
を通すための燃料タンク開口を減らす。図示した例では、コントローラ１８に向かう電線
と、電気作動通気弁１６からの蒸気ライン５２と、燃料ポンプ２４からの燃料ライン５４
と、給油管２２とだけが燃料タンク１４の壁を貫通する。要すれば、これらの構成品は一
つの開口で導入される。前述のコントローラ１８のように機能する燃料蒸気・制御モジュ
ールを有する燃料レベルセンサの一例が、米国特許第6,302,144号に記載されている。こ
の開示はその全体を参考資料として引用する。
【００２１】
　ある実施例では、コントローラ１８は、少なくとも、自動車エンジンが運転されている
時に、図３に示す全体計画に従って電気作動通気弁１６を作動する。この計画では、電気
作動通気弁１６は、車両状態及び車両動的状態における圧力がある閾値内あるとき以外は
、何時も閉じていて、燃料タンク１４の通気は安全に達成され、又は、略又は全く液体燃
料が電気作動通気弁１６から逃げないようにする。コントローラ１８は圧力センサ５０に
通じて、好ましくは、所定最大圧より大きい燃料タンク内部圧に応じて、他の車両及び／
又は燃料系統状態に無関係に、電気作動通気弁１６を開いて燃料タンク１４内の圧力を減
らす。燃料タンク１４内の圧力が最大圧以下であれば、コントローラ１８は、燃料タンク
１４内の圧力が最小閾値通気圧以下であるかを判定する。タンク内部圧が最小閾値通気圧
以下であれば、コントローラ１８は電気作動通気弁１６を開かない。タンク内部圧が最小
閾値通気圧以上であれば、コントローラ１８は、他の要因と条件に基づいて又はその関数
として、電気作動通気弁１６を開いて、燃料タンク１４から燃料蒸気を通気するか否かを
判定する。プログラムされた又は他の方法で決められた時間間隔の後、又は、監視される
系統の要因又は状態に基づいて、電気作動通気弁１６が閉じられる。例えば、燃料タンク
１４内の圧力が最小閾値通気圧力以下に落ちると、電気作動通気弁１６は閉じられる。
【００２２】
　通気サイクルを制御するために監視される他の要因と状態は、非限定的な例として、車
両の傾斜及び／又は姿勢、燃料タンク１４内の燃料レベル、温度、及び／又は、車両の非
常事態（エアーバッグの膨張に応じるセンサ等の種々のセンサにより示される衝突等）で
ある。各要因又は状態は閾値を有し、その閾値に達すると又は越えると、コントローラ１
８が電気作動通気弁１６を開くのを阻止する（好ましくは、タンク最大内圧が越えられる
場合以外）。種々の要因又は状態は、評価されて、段階が付けられ、二つ以上の要因又は
状態を組み合わせて監視されて、一つの要因又は状態がその閾値以上でない時も、コント
ローラ１８が電気作動通気弁１６を開くのを阻止し得る。例えば、液体燃料が燃料蒸気キ
ャニスタ３２に流れるのを制限又は妨げるために、電気作動通気弁１６を通って液体燃料
が飛び跳ね又は流れる状況では、電気作動通気弁１６は閉じられたままである。急ブレー
キ、コーナリング等の急速な加速により、特にある燃料レベルで、著しい燃料スロッシン
グが生じ、これらの状態が検知されると、コントローラ１８は、電気作動通気弁１６を閉
じた状態に保持する。加速要因がそれらの閾値を越えていないが、車両が傾斜面を走行し
て燃料がタンク内のレベル向きが変わると、これらの要因の組合わせは電気作動通気弁１
６が開くのを阻止する理由になる。
【００２３】
　置換例として、ある通気計画が採用され、そこでは、電気作動通気弁１６が通常は開い
ていて、要因又は状態により閉じられる。そのような要因と状態は前述と同様であり、一
般的には、液体燃料が電気作動通気弁１６に飛び跳ね又は流れる可能性の増加を示すもの
である。この計画では、電気作動通気弁１６が通常は開いているので、燃料タンクの内圧
が最大圧力に到達する可能性は少ない。
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【００２４】
　耐転覆通気弁２８は機械的フロート駆動弁でも良く、又は、コントローラ１８により開
閉位置の間を駆動される電動弁でも良い。電気的に駆動される場合に、耐転覆通気弁２８
は電気作動通気弁１６と同様に作動され、又は、別の方法で駆動されても良い。例えば、
給油開始が検知されると、コントローラ１８が耐転覆通気弁２８を閉じて、電気作動通気
弁１６を開いて、燃料蒸気が全て電気作動通気弁１６を通って通気され、電気作動通気弁
１６は給油遮断と燃料タンク１４内の給油レベルを制御できる。複数の電気作動通気弁１
６が設けられ得て、各弁が前述の電気作動通気弁１６で説明したように作動される。この
複数の弁は、分離していて、一つが燃料内又はその付近にあり、他の一つの電気作動通気
弁１６が液体燃料から離間していて、燃料蒸気がそこを通る通気を許容する。電気作動通
気弁１６は別々に燃料蒸気キャニスタ３２に通じても、又は、それらの合体した出力が燃
料蒸気キャニスタ３２に通じても良い。好ましくは、電気作動通気弁１６は車両が転覆し
た時に、車両姿勢が著しく変化すると閉じて、液体燃料がそれらの弁を通って流れるのを
防ぐ。この方式では、電気作動通気弁１６は閉じた位置に偏倚され、又は、フロート又は
ウェイトを有して、そのような状態で電気作動通気弁１６を閉じる。そのようなフロート
又はウェイトは、コントローラ１８又は電気作動通気弁１６が不作動で、例えば電気作動
通気弁１６が電気的に閉じられないと、フェールセーフ作動して燃料タンク１４内の燃料
レベルを制限する。
【００２５】
　従って、燃料装置は種々の動的及び静的状態に応答して、効率的に選択的に燃料蒸気及
び空気が燃料タンク１４から通気されるのを許容する。センサ、スイッチ等は燃料装置１
０の一部であり、又は、車両１２の一部であり、電気的インターフェースを介してコント
ローラ１８及び／又は車両電子ユニット（ＥＣＵ）のような種々の他の車両制御ユニット
に通じる。
【００２６】
　図５において、電気作動通気弁１６のある実施例の開状態が図示されていて、電気作動
通気弁１６のソレノイド９８が非印加状態にある。ソレノイド９８は略遮蔽されたコイル
ハウジング１０２を形成する枠１００を具える。ハウジング１０２は、上側壁１０４と、
下側壁１０６と、上側・下側壁１０４、１０６に形成された軸方向に並んだ開口１０８、
１１０と、上側・下側壁１０４、１０６に延びる概して円筒の壁１１２とを有する。枠１
００は、コイルハウジング１０２の下側壁１０６から概して下方向に延びるプランジャハ
ウジング１１４を有する（図５に示すように）。プランジャハウジング１１４の底壁１１
６は、内面１１８と外面１２０とを有する、底壁１１６を通って延びる開口１２２が設け
られて液体が開口１２２を通って流れる。
【００２７】
　概して環状の電線コイル１２４が、コイルハウジング１０２内に収容される。電線コイ
ル１２４は、コイルハウジング１０２の上下壁１０４、１０６内の開口１０８、１１０と
軸方向に心が合うように配置された貫通路１２６を有する。電線コイル１２４は望ましく
は電線１２８に取りつけられて通じて、コントローラ１８から供給される電気信号が、必
要に応じて、電線コイル１２４を印加する。
【００２８】
　ソレノイド９８のプランジャ１３０は、シャンク１３２を有し、シャンク１３２は、電
線コイル１２４の貫通路１２６内で往復動し、コイルハウジング１０２の下側壁１０６内
の開口１１０を通って動く。プランジャ１３０は拡幅端１３４を有し、拡幅端１３４の底
面１３６は、電線コイル１２４が非印加状態時に、プランジャハウジング１１４の底壁１
１６の内面１１８に概して当接する。拡幅端１３４の上面１３８は、電線コイル１２４が
印加状態の時に、コイルハウジング１０２の下側壁１０６に当接する。この他端で、プラ
ンジャは、好ましくは、支持面１４２を有するヘッド１４４を具える。
【００２９】
　電気作動通気弁１６はフロートハウジング１４８を有し、好ましくは、コイルハウジン
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グ１０２から分離して形成され、その概して円筒形の壁１５０は、フロート１４６を収容
する寸法のチャンバ１５１を形成して、チャンバ１５１はそこで往復動する。フロートハ
ウジング１４８の一端１５２は、枠１００を取りつけ、その他端１５４は、端壁１５８を
通って延びる出口ポート１５６を有する。要すれば、出口ポート１５６は少なくとも部分
的にチャンバ１５１内に延びて、シート１６０を提供し、そのシートは、ソレノイド９８
の駆動によりフロート１４６と当接して、出口ポート１５６を閉じる。
【００３０】
　フロートハウジング１４８を枠１００に取りつけ易くするために、一つ又は複数のタブ
１６２が、フロートハウジング１４８の一端１５２から径方向内側に延設される。タブ１
６２は、コイルハウジング１０２の壁１１２内にある概して環状の溝１６４内に収容され
る寸法である。要すれば、タブ１６２は、スナップばめで、タブ１６２内に確実に取りつ
けられる。しかし、フロートハウジング１４８は任意の望ましい方法で、コイルハウジン
グ１０２に取りつけられることが理解される。
【００３１】
　フロートハウジング１４８の外側環状スカート１６５は、好ましくは、端壁１５８から
外側に延びており、円筒壁１５０から径方向外側に離間していて、環状スカート１６５と
フロートハウジング１４８との間で、蒸気チャネル１６７を形成する。少なくとも一つの
、ここでは一対の開口１６９が、好ましくは、端壁１５８に隣接して、円筒壁１５０を貫
通して、蒸気チャネル１６７が、フロートハウジング１４８内のチャンバ１５１と流体的
に通じる。環状スカート１６５は、好ましくは、開口１６９の下に延びていて、液体燃料
を蒸気チャネル１６７と開口１６９とを通って、チャンバ１５１に入るのを阻止する。
【００３２】
　フロート１４６は、フロートハウジング１４８に収容されて、液体燃料による作動時に
、第一又は開位置と第二又は閉位置の間で往復動する。フロート１４６のベース１６６は
、概してプランジャ１３０の支持面１４２と当接するように配置される。しかし、現在好
適なある実施例では、フロート１４６はプランジャ１３０と離れたままで接触しない。要
すれば、フロート１４６はシール１６８を有し、そのシール１６８はシート１６０に係合
する寸法であり、電気作動通気弁１６が閉じた位置で流体シールを達成する。シール１６
８はフロート１４６に取りつけられ、又は、フロート１４６と一体に形成されても良い。
シール１６８は、好ましくは、柔軟性のある弾性材料で形成され、例えば、非限定例とし
て、燃料タンク１４の液体燃料における使用に適したエラストマ材である。
【００３３】
　使用状態で、図６に図示されているように、電線コイル１２４が印加されると、プラン
ジャ１３０は、チャンバ１５１内に概して上向きに駆動され（図５、６に図示したように
）、フロート１４６を出口ポート１５６の方に上向きに動かす。この動きの最後に、シー
ル１６８は、シート１６０に係合して流体に対してシールして、出口ポート１５６を閉じ
て燃料蒸気が流れないようにする。その後、電線コイル１２４が非印加状態になると、プ
ランジャ１３０は、出口ポート１５６から離れて、フロート１４６が、従ってシール１６
８が出口ポート１５６から離れる。その結果、シール１６８はシート１６０から離間して
、燃料蒸気が出口ポート１５６を通って、燃料蒸気キャニスタ３２内に略自由に流れる。
スプリング１７０は、好ましくは、弾性的にフロート１４６を出口ポート１５６の方に偏
倚して、車両の転覆時にシート１６０上にフロート１４６を閉じる力を提供する。
【００３４】
　使用状態で、図５に示すように、ソレノイド９８が非印加状態になると、プランジャ１
３０の拡幅端１３４は、プランジャハウジング１１４の底壁１１６に当接し、フロート１
４６はスプリング１７０上又はプランジャ１３０の面１４２に支持される。その結果、シ
ール１６８は、出口ポート１５６のシート１６０から離れて、燃料蒸気が電気作動通気弁
１６を通って燃料蒸気キャニスタ３２内に流れるのを許容する。
【００３５】
　前述のように、コントローラ１８は、電線コイル１２４を印加する前、又はそれを指示
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する前に、燃料タンク１４内の燃料レベルを所定最終給油レベルに制限するように、プロ
グラムされている。このように、燃料が燃料タンク１４に給油される時、燃料レベルが、
電気作動通気弁１６が閉じて給油を停止する給油レベルに近づくまで、電線コイル１２４
は非印加のままであり、燃料蒸気が燃料タンク１４から出口ポート１５６を通って、略自
由に流れる。液体燃料が最終又は最大給油レベルに近づくと、コントローラ１８がソレノ
イド９８を作動させて、シール１６８をシート１６０に係合させてその弁を閉じて出口ポ
ート１５６を閉じる。その後、前述のように、燃料タンク１４内の圧力は上昇して、液体
燃料を給油管２２内に戻し、自動的に給油ノズル４２を遮断する。液体燃料が燃料タンク
１４内で落ち着くと又はある経過時間後、電気作動通気弁１６は開いて、要すれば、燃料
タンク１４内の燃料レベルを“切り上げ”又は“細流給油”することを許容する。燃料タ
ンク１４内の液体燃料が最終給油レベルに達すると、電線コイル１２４は印加されたまま
で、シール１６８はシート１６０と当接したままであり、燃料が燃料タンク１４に更に給
油されるのを防ぐ。
【００３６】
　図７に示すように、電線コイル１２４が、印加されるのに応じてシール１６８が出口ポ
ート１５６を閉じる以外に、フロート１４６は、従ってシール１６８は、燃料レベルが所
定最大給油レベルに達すると、出口ポート１５６を閉じて、液体燃料が出口ポート１５６
から逃げるのを少なくとも妨げる。何らかの理由で、電線コイル１２４が、通常は印加さ
れる最終給油レベルに燃料レベルが到達し又は超えても、印加されないと、プランジャハ
ウジング１１４の底壁１１６なある開口１２２を通って、液体燃料はフロートハウジング
１４８のチャンバ１５１に入り始めて、開口１０８、１１０を通ってコイルハウジング１
０２に流れる。このように、液体燃料は、チャンバ１５１に流れて、フロート１４６を上
昇させる。その結果、液体燃料が最大燃料レベルに達すると、シール１６８は出口ポート
１５６のシート１６０に係合してシールして、電気作動通気弁１６を閉じて、前述のよう
に、給油ノズル４２を自動遮断して、液体燃料が燃料タンク１４に更に給油されるのを妨
げる。液体燃料が、スロッシング、自動車の傾斜又は転覆等により、フロートハウジング
に入る。これら場合は、フロートは出口ポート１５６を閉じて、液体燃料が電気作動通気
弁１６を通って逃げるのを妨げる。
【００３７】
　現在好適なある実施例では、電気作動通気弁１６が耐転覆弁として機能する。燃料タン
ク１４が水平に対してある方向又は傾斜を越えると、耐転覆弁は、液体燃料が燃料タンク
１４から出口ポート１５６を通って逃げるのを妨げる。車両１２が水平に対して例えば１
５°の所定傾斜に近づくと、燃料は、蒸気チャネル１６７と通じる円筒壁１５０の開口１
６９を通ってチャンバ１５１に流れる。チャンバ１５１へ入る液体燃料は、スプリング１
７０と組み合わせられて、フロート１４６を出口ポート１５６の方に動かして、シール１
６８が出口ポート１５６のシート１６０に係合して、液体燃料と燃料蒸気が出口ポート１
５６を通って流れるのを阻止する。シール１６８が出口ポート１５６を閉じるのに、液体
燃料がチャンバ１５１を満たす必要がない方が好ましい。むしろ、車両１２が例えば４５
°の水平に対する傾斜角を超えると、重力とスプリング１７０が共同でフロート１４６を
動かして、シール１６８を、チャンバ１５１内液体燃料のレベルに係わらず、出口ポート
１５６の方に動かす。燃料タンク１４内の液体燃料レベルが最大給油レベル以下に落ちる
と、又は、車両１２が水平からの所定傾斜角以下に戻ると、フロート１４６とシール１６
８は、出口ポート１５６から離れることが理解される。
【００３８】
　図８、９において、電気作動通気弁２００の置換実施例を示してして、開状態と閉状態
をそれぞれ示す。電気作動通気弁２００は、略円筒形プランジャハウジング２０２を有し
て、ベース２０６のある空洞２０４を形成する。要すれば、ベース２０６は、開口２０８
が形成されて、そこを通って流体が流れるのを許容する。電磁コイル２１０がそのベース
に、好ましくは、ベース２０６の底面２１２に保持される。電磁コイル２１０は、電気作
動通気弁２００を選択的に駆動するコントローラ１８に作動的に通じる。
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【００３９】
　電気作動通気弁２００は、プランジャハウジング２０２の上にフロートハウジング２１
４を有し、好ましくは、そのハウジングはプランジャハウジング２０２と一体に形成され
る。フロートハウジング２１４は、好ましくは、円筒形であり、プランジャハウジング２
０２より大きい直径であって、環状の径方向に延びる肩２１６を設ける。フロートハウジ
ング２１４の上壁２１８は、そこを貫通する出口ポート２２０を有する。出口ポート２２
０は、好ましくは、空洞２０４内に延びて、シールリップ又はシート２２２を提供する。
【００４０】
　電気作動通気弁２００は弁体２２４を有し、この弁体を以後プランジャと呼び、その底
面２２８上に強磁性板２２６が設けられている。プランジャ２２４は、プランジャハウジ
ング２０２内に往復動するように収容される。
【００４１】
　電気作動通気弁２００はフロート２３０を有し、そのフロートのシール２３２は、フロ
ート２３０の上面２３４に、又はその付近に取りつけられる。フロート２３０は、プラン
ジャハウジング２０２の概して上にあるフロートハウジング２１４の空洞２０４内に収容
される。要すれば、スプリング２３６が、フロート２３０と、フロートハウジング２１４
の肩２１６との間にそれらに当接するように収容される。スプリング２３６は、前述の実
施例で説明したスプリング１７０と略同様な機能を有するので、これ以上の詳細は説明し
ない。
【００４２】
　使用状態で、図８に示すように、電磁コイル２１０の印加が切られると、プランジャ２
２４は、プランジャハウジング２０２のベース２０６と係合して、フロート２３０が、ス
プリング２３６を肩２１６に対して圧縮する。その結果、前述の実施例のように、シール
２３２は、出口ポート２２０から離間して、燃料蒸気が出口ポート２２０を通って、燃料
蒸気キャニスタ３２内に流れる。
【００４３】
　図９に示すように、電気作動通気弁２００を閉じるために、電磁コイル２１０が印加さ
れて、磁界が生じて、プランジャ２２４の強磁性板２２６を押し戻す。その結果、プラン
ジャ２２４が電磁コイル２１０から離れて、シール２３２がシート２２２に係合して出口
ポート２２０を閉じるまで、フロート２３０をプランジャ２２４と共に動かす。その後、
燃料タンク１４内の圧力は上昇して、前述の実施例のように、給油ノズル４２を自動的に
遮断する。コントローラ１８のプログラムされた指令又は作動により、出口ポート２２０
の開閉を繰り返して、ユーザーが燃料タンク１４を満タンにできる。燃料タンク１４内の
燃料が所定最大給油レベルに達すると、電磁コイル２１０は印加されたままで、シール２
３２をシート２２２に係合したままにして、前述の実施例のように、更に液体燃料が燃料
タンク１４に給油されるのを防ぐ。
【００４４】
　図１０に示すように、フロートは、液体燃料により、シール２３２を上昇させてシート
２２２と係合させる。何らかの理由で、電磁コイル２１０が、通常は印加される最終給油
レベルに燃料レベルが到達し又は超えても、印加されないと、又は、液体燃料がフロート
ハウジングに入ると、液体燃料は、プランジャハウジング２０２のベース２０６の開口２
０８を通って、空洞２０４に入り、プランジャハウジング２０２とプランジャ２２４との
間に流れる。このように、液体燃料は空洞２０４に入って、フロート２３０を上昇させ、
液体燃料が最大燃料レベルに達すると、シール２３２はシート２２２に係合してシールし
て、電気作動通気弁１６を閉じて、前述のように、燃料蒸気が燃料タンク１４から逃げる
のを防ぎ、燃料タンク１４に更に給油されるのを妨げる。電気作動通気弁２００は、好ま
しくは、前述の実施例と同様に耐転覆弁として機能し、これは、ここではこれ以上は詳細
に説明しない。
【００４５】
　図１１、１２は、別の実施例の電気作動通気弁３００を示してして、開状態と閉状態を
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それぞれ示す。電気作動通気弁３００は、フロートハウジング３０１を有する。フロート
ハウジング３０１は、そこに設けられたフロート３０２とシール３０４とを具えて、フロ
ートチャンバ３０６内で往復動する。フロートチャンバ３０６のベース３０８が開口３１
０を有して、液体燃料がフロートチャンバ３０６に流れるのを許容する。要すれば、スプ
リング３１２がフロート３０２のベース３１４と、フロートハウジング３０１のベース３
０８との間に配置される。スプリング３１２は、前述の実施例と概して同様に機能し、こ
こではこれ以上は詳細に説明しない。
【００４６】
　電気作動通気弁３００は出口ポート３１３を有し、そのポートはフロートハウジング３
０１から概して上向きに延びている。コイルハウジング３１６が出口ポート３１３の壁内
に形成されている。コイルハウジング３１６は、電磁コイル３１８を収容し、電磁コイル
３１８はフラップ弁３２０に概して隣接して位置している。
【００４７】
　フラップ弁３２０は、好ましくは、強磁性板であり，開位置と閉位置の間でヒンジピン
３２２の周りに回転する。図１１に示す開位置では、燃料蒸気は出口ポート３１３を通っ
て概して自由に流れ、図１２に示す閉位置では、燃料蒸気は、好ましくは、出口ポート３
１３を通って流れるのが少なくとも略阻止されて、燃料タンク１４内に維持される。
【００４８】
　使用状態で、図１１に示すように、電磁コイル３１８が印加されていないと、フラップ
弁３２０は開状態にある。フラップ弁３２０は重力により少なくとも部分的に偏倚され、
又は、スプリング、例えばヒンジピン３２２の周りに巻かれたコイルスプリング（非図示
）により更に偏倚される。又、電磁コイルが印加されず、燃料タンク１４内の液体燃料が
最大燃料レベル以下の時は、フロート３０２とシール３０４とは、出口ポート３１３から
離間したままである。従って、出口ポート３１３は開いたままであり、燃料蒸気がそこを
通って流れるのを許容する。それ故、前述の実施例のように、燃料タンク１４内の液体燃
料レベルが所定最終給油レベルに近づくまで、液体燃料が燃料タンク１４に給油される。
【００４９】
　図１２に示すように、液体燃料が燃料タンク１４内で、最終給油レベルに近づくと、電
磁コイル３１８がコントローラ１８から送られる電気信号により印加されて、フラップ弁
３２０を電磁コイル３１８から離してその閉位置に動かす。その後、燃料タンク１４内の
圧力は増加し、前述の実施例のように、燃料ノズルを自動的に遮断する。この工程は繰り
返されて、要すれば、ユーザーが燃料タンクを満タンにできる。燃料タンク１４内の液体
燃料が最終給油レベルに達すると、電磁コイル３１８は印加されたままで、フラップ弁３
２０は出口ポート３１３に係合してシールを継続し、前述の実施例のように、液体燃料が
燃料タンク１４に更に給油されるのを防ぐ。
【００５０】
　図１３に示すように、電磁コイル３１８が印加されるのに応じて、燃料蒸気の流れに対
して出口ポート３１３を閉じるフラップ弁３２０以外に、フロート３０２は、従ってシー
ル３０４は、前述の実施例にように、フロートハウジング３０１内の液体燃料に応じて、
燃料蒸気が流れないように出口ポート３１３を閉じるようにする。何らかの理由で、通常
は励磁される電磁コイル３１８が、液体燃料レベルが最終給油レベルを超えても励磁され
ない場合には、液体燃料は、開口３１０を通って、フロートチャンバ３０６に入り得る。
フロートハウジング３０１内で液体燃料が高くなると、フロート３０２は上昇して、シー
ル３０４が出口ポート３１３を閉じて、燃料蒸気と液体燃料が燃料タンク１４から出るの
を妨げて、最終的に、液体燃料が燃料タンク１４に更に給油されるのを阻止する。
【００５１】
　車両１２の通常運転の間、燃料蒸気が燃料タンク１４から出ないようにする遮断弁とし
て作用することに加えて、電気作動通気弁３００は又、耐転覆弁として機能する。その耐
転覆弁は燃料タンク１４が水平に対して所定角を超えた時、液体燃料が燃料タンク１４か
ら出ないようにし、前述の実施例と略同様に機能するので、更に詳細な説明は省略する。
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【００５２】
　ここで説明した燃料装置の実施例は、本発明の現在好適な実施例を説明するものあり、
発明を限定することを意図していない。本発明の範囲内で、種々の変化例が可能であるこ
とは、この技術の熟練者には容易に理解され、例えば、電磁コイルをプランジャ又は他の
弁機構に対して再配置すること、電気作動通気弁１６のハウジング内への開孔数を増減し
て、燃料蒸気と液体燃料がそのハウジングに出入りする特性を変える事等である。この発
明は請求項の記載により定義される。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の現在好適な実施例による自動車燃料装置を有する車両の一部破断側面で
ある。
【図２】図１の自動車燃料装置の現在好適な実施例の図解側面図である。
【図３】電気作動通気弁を有する燃料タンクを通気する制御工程を示すフロー図である。
【図４】自動車燃料装置の他の実施例の部分図解側面図である。
【図５】図１の自動車燃料装置の通気弁の一実施例の横断側面図であり、その弁は開位置
にある。
【図６】図５の通気弁の図であり、その弁は閉位置にある。
【図７】図５の通気弁の図であり、そのフロ－ト弁が閉位置にある。
【図８】図１の自動車燃料装置の通気弁における他の実施例の横断側面図であり、その弁
は開位置にある。
【図９】図８の通気弁の図であり、その弁は閉位置にある。
【図１０】図８の通気弁の図であり、そのフロ－ト部材が閉位置にある。
【図１１】図１の自動車燃料装置の通気弁の更に別の実施例の横断側面図であり、その弁
は開位置にある。
【図１２】図１１の通気弁の図であり、その弁は閉位置にある。
【図１３】図１１の通気弁の図であり、そのフロ－ト部材が閉位置にある。
【図１４】燃料タンクの満タンレベルを図示しているグラフであり、機械的給油制限弁と
電動満タン制限弁とを比較している。
【符号の説明】
【００５４】
　１０　燃料装置
　１２　車両
　１４　燃料タンク
　１６　電気作動通気弁
　１８　コントローラ
　２２　給油管
　２３　燃料ポンプモジュール
　２４　燃料ポンプ
　２６　エンジン
　２８　耐転覆通気弁
　３０　燃料レベルセンサ
　４２　給油ノズル
　４４　給油ドア
　４６　給油センサ
　５０　圧力センサ
　９８　ソレノイド
　１００　枠
　１０２　コイルハウジング
　１１４　プランジャハウジング
　１２４　電線コイル



(14) JP 4733439 B2 2011.7.27

10

20

　１３０　プランジャ
　１３２　シャンク
　１３４　拡幅端
　１４６　フロート
　１４８　フロートハウジング
　１６０　シート
　１６５　環状スカート
　１５７　蒸気チャネル
　１６８　シール
　１７０　スプリング
　２００　電気作動通気弁
　２０２　プランジャハウジング
　２１０　電磁コイル
　２１４　フロートハウジング
　２２２　シート
　２２４　弁体
　２２６　強磁性板
　２３０　フロート
　２３２　シール
　２３６　スプリング
　３００　電気作動通気弁
　３０１　フロートハウジング
　３０２　フロート
　３０４　シール
　３０６　フロートチャンバ
　３１２　スプリング
　３１６　コイルハウジング
　３１８　電磁コイル
　３２０　フラップ弁
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